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CCFFRRPP接接着着鋼鋼管管ににおおけけるる応応力力解解析析とと設設計計手手法法

CFRPが積層接着された鋼管を対象モデルとして、せん断遅れ理論を拡張した数値解析手
法を用いることで、力学特性を明らかにした。提案の数値解析手法は、有限要素解析のように
モデルを組む必要がないため、容易に応力解析を行うことができる。また、理論的に導出した
CFRP端部の段差と接着端部のせん断応力の関係より、はく離の照査指標の一つであるエネ
ルギー解放率が収束するために必要な段差長を算出する式を与えた。

• 鋼管部材に対するCFRP接着補修・補強技術

• CFRP接着補修・補強の設計手法
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近年、標識柱や水管橋などの鋼管部材の劣化損傷が問題となっている。鋼管部材の補修・
補強工法の一つとしてCFRP接着が検討されている。これまでに、実験や有限要素解析により
有用性が確認されてきたが、本技術では、理論的にCFRP接着鋼管の評価を行った。

対象モデル せん断遅れ理論の仮定
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